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一般消費者の投資・不動産投資に対する興味

投資用不動産保有のきっかけ・目的

不動産投資家の注目エリア・物件

都市政策の第一人者 市川宏雄所長による分析結果総括
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一般消費者の投資・不動産投資に対する興味

「投資に興味あり」４年連続上昇
不動産投資への興味は３年連続で減少、物件価格高騰と株高の影響か

1

不動産投資の意識を経年比較

グローバル都市不動産研究所（以下、「当研

究所」）では、全国の20代～60代の１万人以上

を対象に投資や不動産投資に対する興味・関心

を尋ねる調査を行い、投資用不動産所有者400人

に対して投資目的・投資意向を尋ねる調査を実

施しました。

当研究所では同様の調査を2021年から実施して

います。今回が４回目となり、本レポートでは

経年比較を中心にまとめました。

調査概要

■調査方法：インターネット調査

■調査期間：2024年１月12日~16日

■調査対象：

①全国の一般消費者 10,844人

・年代 20代432人、30代3,314人、40代4,504人、

50代1,669人、60代925人

・職業 経営者・役員145人、会社員4,256人、

公務員315人、自営業・自由業654人、

専業主婦・主夫2,265人、パート・アル

バイト2,140人、その他1,119人

・年収 500万円未満3,989人

500万円以上1,000万円未満3,708人、

1000万円以上1,210人、無回答1,937人

②投資用不動産保有者 400名

・年代 20代32人、30代150人、40代150人、

50代34人、60代34人

・職業 経営者・役員16人、会社員235人、

公務員20人、自営業・自由業43人、

専業主婦・主夫33人、パート・アル

バイト39人、その他14人

・年収 500万円未満103人、

500万円以上1,000万円未満158人、

1000万円以上120人、無回答19人
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①【一般】投資に対する興味

投資への興味４年連続増加

投資に対する興味を尋ねたところ、「とても

興味がある」（22.9％）、「やや興味がある」

（26.9％）を合わせ49.8％が投資に「興味があ

る」と回答していました。「興味がある」は、

初回調査の41.4％から４年連続で増加していま

す。属性別にみると、性別では男性、年代では

若年層、年収ではより所得の高い方が投資に興

味が強い傾向は過去の結果と同様です。

属性別に前年と比べると、年収2,000万円以上

の層で「とても興味がある」と「興味がない」

（「あまり興味がない」「全く興味がない」

計）の双方が増加。高所得者層においては、不

動産投資に対する関心を強く持つ人とそうでな

い人とで二極化しつつあるといえるでしょう。

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％ 各属性の変動（今回ー前回）

22.9

19.8

18.6

17.9

26.9

27.0

26.6

23.5

13.4

14.4

15.4

14.3

11.3

12.3

13.2

13.5

25.4

26.4

26.2

30.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2024年

2023年

2022年

2021年

Q1. あなたは投資に興味がありますか。
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10844 22.9 26.9 13.4 11.3 25.4

男性 2912 35.0 26.8 11.5 7.4 19.3

女性・その他 7932 18.4 27.0 14.1 12.8 27.7

25～29歳 432 29.2 29.2 11.8 9.3 20.6

30～39歳 3314 24.9 28.2 13.6 9.3 24.0

40～49歳 4504 23.7 26.9 12.6 11.0 25.7

50～59歳 1669 18.5 25.5 15.9 12.7 27.4

60～69歳 925 16.8 23.9 13.1 18.4 27.9

北海道 476 16.4 23.9 15.3 11.8 32.6

東北 532 16.5 24.8 15.2 10.7 32.7

関東 4914 25.6 27.2 12.5 10.4 24.3

中部 1560 19.8 29.5 14.9 11.5 24.2

関西 1942 22.8 25.7 13.4 12.3 25.8

中国・四国 717 20.8 26.8 12.4 13.2 26.8

九州・沖縄 703 22.5 26.3 15.1 12.8 23.3

500万円未満 3989 19.3 25.9 13.0 12.4 29.3

500～700万円未満 1846 25.4 30.8 11.8 11.3 20.7

700～1,000万円未満 1862 31.0 31.7 11.4 9.2 16.6

1,000～2,000万円未満 1080 36.3 30.4 9.4 8.7 15.3

2,000万円以上 130 48.5 18.5 6.9 6.9 19.2
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年代
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属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％ 各属性の変動（今回ー前回）

②【一般】不動産投資に対する興味

不動産投資への関心層３年連続で減少

不動産投資に投資に対する行動や興味を尋ねた

ところ、「現在不動産投資の収入メインで生活を

している」は0.9％、「副業として不倒産投資を運

用している」は3.1％、「興味があり、セミナーや

説明会に足を運んだことがある」は4.4％、 「興

味はあるが実際に行動したことはない」28.4％と

なりました。少なからず興味を持っている層は

36.8％と前年比で微減しており、３年連続で減少

しました。

属性別に前年と比較すると、年収2,000万円以

上の層において、不動産投資から現在収入を得て

いる人と「不動産投資に対して悪いイメージを

持っている」人の双方が増加しました。前問同

様、高所得者層では不動産投資への印象がポジ・

ネガにはっきり分かれる傾向がみられます。
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Q2.あなたは不動産投資に対し、どの程度興味がありますか。

現在不動産投資の収入メインで生活をしている 副業として不動産投資を運用している

興味があり、セミナーや説明会に足を運んだことがある 興味はあるが実際に行動したことはない

全く興味がない 不動産投資に対して悪いイメージを持っている
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不動産投資に少なからず興味あり ３年連続で減少
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10844 0.9 3.1 4.4 28.4 38.9 24.2

男性 2912 1.9 5.7 6.5 28.8 32.8 24.3

女性・その他 7932 0.6 2.1 3.6 28.3 41.2 24.2

25～29歳 432 2.8 5.1 7.9 33.1 35.2 16.0

30～39歳 3314 1.4 3.4 5.2 32.6 33.5 24.0

40～49歳 4504 0.5 3.2 4.6 27.0 39.0 25.8

50～59歳 1669 0.7 1.7 2.6 26.1 44.8 24.2

60～69歳 925 1.2 3.0 2.3 22.5 49.5 21.5

北海道 476 0.6 1.9 3.2 25.8 47.1 21.4

東北 532 0.8 1.9 3.6 25.8 42.9 25.2

関東 4914 1.0 3.5 5.0 30.1 36.5 24.0

中部 1560 0.8 3.0 3.3 25.8 41.3 25.7

関西 1942 0.9 3.2 4.7 26.5 38.9 25.8

中国・四国 717 1.0 2.4 2.5 30.7 40.4 23.0

九州・沖縄 703 1.4 2.8 5.0 29.4 40.5 20.8

500万円未満 3989 0.8 2.0 3.4 28.8 41.0 23.9

500～700万円未満 1846 0.9 3.6 5.1 31.1 37.2 21.9

700～1,000万円未満 1862 1.3 3.5 6.4 32.7 33.6 22.4

1,000～2,000万円未満 1080 0.9 8.1 7.5 30.0 31.3 22.2

2,000万円以上 130 9.2 14.6 4.6 24.6 20.8 26.2
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投資する費用が高い（投資にかける預貯金がない）

投資そのものに興味がない

不動産の知識が無い、難しいと思っている

資産価値や家賃が下がるリスクがある

他の投資を実施している

ネガティブな報道を度々目にする

他の投資を検討している

地震などの災害

利回りが悪い

強引な営業を受けた経験がある

少子高齢化

知り合いから良い評判を聞かない

不動産投資を失敗した

その他

Q3. あなたが不動産投資をしていない理由として、最もあてはまる

理由をお知らせください。
※「興味はあるが実際に行動したことはない」「全く興味がない」「不動産投資に悪いイメージをもっている」と

回答した人
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③【一般】不動産投資をしていない理由

株高と物件価格高騰から他の手段に興味か

不動産投資に対して非積極的な層に絞って、不

動産投資をしていない理由（最もあてはまるもの

をひとつ）を尋ねました。

この結果、「投資する費用が高い（投資にかけ

る預貯金がない）」（32.5％）が前年同様に１位

でした。前回２位の「投資そのものに興味がな

い」は、毎年減少傾向が続いています。

投資全体への興味や経験を持つ人は増えつつ

あるものの、他の投資手段と比較して不動産投

資の優位性が低めに見積もられる傾向が確認さ

れました。背景として、高騰の著しいマンショ

ン価格や、平均株価が歴史的な高値を続けるな

かでの株式投資への注目の高まりなどが考えら

れそうです。

% % % % % % %
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(n=10407)
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属性別に見ても、全体の回答比率と似た傾向

で、「投資する費用が高い（投資にかける預貯

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％

各属性の変動（今年ー前年）
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　全　体 10407 32.5 26.2 10.7 9.8 5.4 3.7 2.8 2.8 2.6 1.1 0.9 0.8 0.2 0.3

性別 男性 2689 31.7 21.8 7.5 10.6 9 4.1 3.1 3.4 3.4 2.3 1.2 0.8 0.5 0.4

女性・その他 7718 32.7 27.8 11.8 9.6 4.2 3.6 2.7 2.6 2.3 0.7 0.8 0.8 0.2 0.2

年代 25～29歳 398 40.5 25.1 8.5 8.3 2 3 2.3 3.8 3.8 1 1 0.5 0.3 0

30～39歳 3156 34.6 26.5 11.9 8.2 3.8 3.7 2.9 2.2 2.9 0.9 1.1 0.8 0.3 0.3

40～49歳 4337 32.9 25.1 10.5 10.3 5.6 3.9 2.7 3.3 2.7 1.2 0.8 0.7 0.1 0.2

50～59歳 1630 29.9 27.5 9.9 10.7 6.9 4.1 2.6 2.8 1.9 1.5 0.8 0.9 0.3 0.3

60～69歳 886 24.4 29.1 10.3 12.8 9.3 2.5 4 2.3 1.6 1 0.8 0.9 0.8 0.5

居住地 北海道 464 32.8 36.6 10.3 4.7 4.5 2.4 2.4 2.8 0.9 1.1 0.4 0.9 0.2 0

東北 518 33.2 32.2 11.6 9.5 3.9 1.7 1.9 1.9 1.7 0.6 1 0.2 0.6 0

関東 4696 31.7 23.9 11.1 10.7 5.5 4.3 3.1 3 3 1.4 1 0.7 0.3 0.3

中部 1500 34.6 25.6 10.2 9.3 6.1 3.4 2.3 3.3 2.8 0.9 0.7 0.6 0.1 0.2

関西 1863 31.1 26.8 10.1 11 5.6 3.8 3.1 2.5 2.3 1.2 0.9 1.2 0.2 0.2

中国・四国 693 33.2 29.6 11.1 8.4 4.8 2.7 2.6 2 2.6 0.7 1.2 1 0 0.1

九州・沖縄 673 35.5 27 10.3 7.4 5.5 4 2.7 2.2 2.4 0.7 0.9 0.6 0.1 0.6

年収 500万円未満 3878 38.4 26.3 9.9 7.8 4.4 3.1 2.3 2.6 2.3 0.7 0.9 0.8 0.3 0.3

500～700万円未満 1762 34.6 21.9 10.7 11.3 5.3 4.5 3 3 3 1.1 0.5 0.7 0.2 0.3

700～1,000万円未満 1771 30.9 17.7 13.7 12.3 6.8 3.9 3.8 2.9 3.3 2.1 1.2 0.8 0.3 0.2

1,000～2,000万円未満 983 23.7 17.4 12.9 16 9.4 5.4 3.3 3.2 4 2.1 1.3 1 0.2 0.2

2,000万円以上 99 14.1 23.2 8.1 20.2 12.1 6.1 5.1 3 2 3 2 1 0 0
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　全　体 10407 32.5 26.2 10.7 9.8 5.4 3.7 2.8 2.8 2.6 1.1 0.9 0.8 0.2 0.3

性別 男性 2689 31.7 21.8 7.5 10.6 9 4.1 3.1 3.4 3.4 2.3 1.2 0.8 0.5 0.4

女性・その他 7718 32.7 27.8 11.8 9.6 4.2 3.6 2.7 2.6 2.3 0.7 0.8 0.8 0.2 0.2

年代 25～29歳 398 40.5 25.1 8.5 8.3 2 3 2.3 3.8 3.8 1 1 0.5 0.3 0

30～39歳 3156 34.6 26.5 11.9 8.2 3.8 3.7 2.9 2.2 2.9 0.9 1.1 0.8 0.3 0.3

40～49歳 4337 32.9 25.1 10.5 10.3 5.6 3.9 2.7 3.3 2.7 1.2 0.8 0.7 0.1 0.2

50～59歳 1630 29.9 27.5 9.9 10.7 6.9 4.1 2.6 2.8 1.9 1.5 0.8 0.9 0.3 0.3

60～69歳 886 24.4 29.1 10.3 12.8 9.3 2.5 4 2.3 1.6 1 0.8 0.9 0.8 0.5

居住地 北海道 464 32.8 36.6 10.3 4.7 4.5 2.4 2.4 2.8 0.9 1.1 0.4 0.9 0.2 0

東北 518 33.2 32.2 11.6 9.5 3.9 1.7 1.9 1.9 1.7 0.6 1 0.2 0.6 0

関東 4696 31.7 23.9 11.1 10.7 5.5 4.3 3.1 3 3 1.4 1 0.7 0.3 0.3

中部 1500 34.6 25.6 10.2 9.3 6.1 3.4 2.3 3.3 2.8 0.9 0.7 0.6 0.1 0.2

関西 1863 31.1 26.8 10.1 11 5.6 3.8 3.1 2.5 2.3 1.2 0.9 1.2 0.2 0.2

中国・四国 693 33.2 29.6 11.1 8.4 4.8 2.7 2.6 2 2.6 0.7 1.2 1 0 0.1

九州・沖縄 673 35.5 27 10.3 7.4 5.5 4 2.7 2.2 2.4 0.7 0.9 0.6 0.1 0.6

年収 500万円未満 3878 38.4 26.3 9.9 7.8 4.4 3.1 2.3 2.6 2.3 0.7 0.9 0.8 0.3 0.3

500～700万円未満 1762 34.6 21.9 10.7 11.3 5.3 4.5 3 3 3 1.1 0.5 0.7 0.2 0.3

700～1,000万円未満 1771 30.9 17.7 13.7 12.3 6.8 3.9 3.8 2.9 3.3 2.1 1.2 0.8 0.3 0.2

1,000～2,000万円未満 983 23.7 17.4 12.9 16 9.4 5.4 3.3 3.2 4 2.1 1.3 1 0.2 0.2

2,000万円以上 99 14.1 23.2 8.1 20.2 12.1 6.1 5.1 3 2 3 2 1 0 0
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0.0 -0.2 -1.0 -0.7 0.1 -0.4 1.0 0.7 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 -0.1

-0.5 -0.6 -0.5 -0.9 -0.2 0.1 1.0 0.9 0.5 0.2 -0.1 -0.1 0.3 -0.2

0.1 -0.2 -1.3 -0.6 0.5 -0.5 1.1 0.6 0.3 0.0 0.1 0.0 0.0 -0.2

4.3 -3.6 -2.5 1.5 -1.7 -0.8 0.7 0.9 0.8 0.2 0.6 0.0 0.0 -0.3

-2.5 2.1 -0.2 -1.7 0.2 -0.3 1.0 0.5 0.4 0.0 0.3 0.1 0.3 0.0

-0.4 -0.7 -1.0 -0.5 0.6 -0.1 1.2 1.3 0.2 -0.1 0.0 -0.2 0.0 -0.2

0.3 -0.5 -1.5 -0.6 1.4 -0.6 0.5 0.3 0.2 0.5 -0.2 0.2 0.2 -0.1

0.2 1.3 -1.7 1.1 0.0 -1.3 1.9 -0.1 0.2 -0.1 -0.7 -0.1 0.1 -0.6

-2.1 2.4 1.4 -3.8 0.5 -1.2 1.3 2.0 -1.4 0.7 0.4 0.3 0.0 -0.4

1.1 1.3 -1.6 0.6 -0.2 -2.1 0.3 -0.1 0.4 0.1 0.3 -0.5 0.6 -0.2

0.1 -0.1 -0.8 -1.0 -0.1 -0.3 1.2 0.9 0.5 -0.1 0.1 -0.2 0.1 -0.2

0.9 -2.6 -1.3 0.0 0.6 0.3 1.2 0.8 0.8 0.3 -0.5 -0.1 0.0 -0.4

-0.6 0.5 -1.7 0.6 -0.1 -0.2 0.7 0.1 0.3 0.2 0.0 0.5 -0.1 -0.2

-0.7 1.3 -0.9 -1.7 0.3 -0.4 1.0 0.1 1.0 -0.3 0.2 0.2 0.0 0.0

0.1 -1.0 0.2 -1.4 1.7 -1.0 1.6 0.0 -0.4 0.1 0.4 0.0 -0.4 0.0

-0.7 -0.5 -0.7 -0.3 0.1 -0.4 0.8 0.8 0.3 0.1 0.1 0.3 0.1 0.0

1.0 -0.5 -2.8 0.4 -0.4 0.4 0.8 1.0 0.8 0.0 -0.2 -0.2 0.0 -0.2

2.2 -2.0 0.8 -2.2 0.5 -1.6 1.5 0.2 0.6 0.1 0.2 -0.3 0.2 -0.5

0.9 -1.6 0.7 -0.6 0.1 -0.5 0.6 0.9 0.6 -0.3 -0.2 -0.1 -0.1 -0.2

-1.6 0.1 -7.6 6.2 -1.9 -1.3 3.4 2.2 -1.3 2.2 0.3 -0.7 0.0 0.0

金がない）」「投資そのものに興味がない」が

高い結果でした。
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02
投資用不動産保有のきっかけ・目的

“損をしない”投資から“増やす”ための投資へ
不動産投資の目的 資産運用対策が増加し、各種税金対策が減少

④不動産投資を始めたきっかけ

電話以外のメディアや口コミや伸長

投資用不動産所有者に絞って、不動産投資を

始めたきっかけを尋ねたところ、 「家族や友人

からの口コミ」 が26.3％で２年連続の１位でし

た。前年は３位に後退した「パソコン・スマホ

等の広告」 が20%と再び増加し、前年比6.5㌽減

となった「自分もしくは親族の土地を持ってい

た」を上回りました。

また、前回調査で5％未満にとどまった「セミ

ナー」が8.3％となり、５位に上昇。 ３年連続で

増加した「テレビCM、ラジオ、新聞、雑誌」が

8.0%で続き、調査開始以降減少を続ける「営業

の電話がかかってきた」を上回りました。電話

以外のメディアや営業チャネルの影響度が高

まっていることがうかがえます。

26.3

20.0

13.0

9.0

8.3

8.0

7.3

2.5

2.3

3.5

23.3

17.5

19.5

9.0

4.3

6.5

11.3

4.5

1.5

2.8

19.8

20.3

20.0

10.0

8.0

3.0

12.8

1.3

3.0

2.0

22.3

14.5

19.8

11.8

6.0

4.5

14.5

1.5

2.3

3.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

家族や友人からの口コミ

パソコン・スマホ等の広告

自分もしくは親族の土地を持っていた

わからない・覚えていない

セミナー

テレビCM、ラジオ、新聞、雑誌

営業の電話がかかってきた

折り込みチラシ

店頭、店内

その他

Q4.あなたが不動産投資をはじめたきっかけをお知らせください。

（n=400）

2024年

2023年

2022年

2021年

% % % % % %                % 
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属性別にみると、例年同様に年代が高いほど

「自分もしくは親族の土地を持っていた」が高

くなっています。他方、「家族や友人からの口

コミ」は60歳以上を除くすべての年代で23%以

上を占め、より世代を問わず口コミが大きな影

響をもつようになっているものとみられます。

なお性別では、男性よりも女性の方が口コミを

きっかけとする割合が約10％高くなっています。

また、前回比で全体順位が上昇した「パソコ

ン・スマホ等の広告」「テレビCM、ラジオ、新

聞、雑誌」は60歳以上を除くと年代間の比率差は5

㌽未満となっています。電話以外のメディアや営

業チャネルについても、世代を問わず影響力を増

す傾向にあるといえるでしょう。

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％

各属性の変動（今年ー前年）
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　全　体 400 26.3 20.0 13.0 9.0 8.3 8.0 7.3 2.5 2.3 3.5

性別 男性 200 21.5 24.0 10.5 8.0 9.5 11.0 8.0 2.5 2.0 3.0

女性・その他 200 31.0 16.0 15.5 10.0 7.0 5.0 6.5 2.5 2.5 4.0

年代 25～29歳 32 28.1 21.9 0.0 6.3 6.3 9.4 12.5 3.1 3.1 9.4

30～39歳 150 29.3 22.7 6.7 10.0 6.0 10.0 9.3 3.3 2.0 0.7

40～49歳 150 27.3 20.7 11.3 8.0 13.3 6.7 5.3 2.7 1.3 3.3

50～59歳 34 23.5 17.6 26.5 11.8 5.9 8.8 2.9 0.0 0.0 2.9

60～69歳 34 8.8 5.9 47.1 8.8 0.0 2.9 5.9 0.0 8.8 11.8

居住地 北海道 10 10.0 30.0 10.0 10.0 0.0 30.0 10.0 0.0 0.0 0.0

東北 13 46.2 15.4 7.7 0.0 0.0 7.7 15.4 0.0 0.0 7.7

関東 203 24.1 19.2 15.8 11.3 11.3 4.4 5.9 2.5 1.5 3.9

中部 52 38.5 23.1 3.8 5.8 9.6 7.7 1.9 3.8 3.8 1.9

関西 74 23.0 16.2 14.9 4.1 6.8 9.5 14.9 4.1 4.1 2.7

中国・四国 22 22.7 27.3 13.6 13.6 0.0 9.1 4.5 0.0 4.5 4.5

九州・沖縄 26 26.9 23.1 7.7 11.5 0.0 23.1 3.8 0.0 0.0 3.8

年収 500万円未満 103 19.4 23.3 10.7 14.6 4.9 8.7 8.7 1.9 3.9 3.9

500～700万円未満 74 29.7 23.0 13.5 0.0 9.5 9.5 8.1 1.4 0.0 5.4

700～1,000万円未満 84 33.3 17.9 10.7 8.3 7.1 10.7 7.1 2.4 1.2 1.2

1,000～2,000万円未満 90 24.4 24.4 12.2 5.6 12.2 5.6 6.7 4.4 1.1 3.3

2,000万円以上 30 30.0 6.7 26.7 6.7 10.0 3.3 3.3 3.3 3.3 6.7
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3.0 2.5 -6.5 0.0 4.0 1.5 -4.0 -2.0 0.8 0.7

0.0 5.5 -5.0 -1.0 4.0 4.0 -6.0 -2.0 0.0 0.5

6.0 -0.5 -8.0 1.0 4.0 -1.0 -2.0 -2.0 1.5 1.0

-6.5 -3.1 -1.9 -7.2 6.3 5.6 -1.0 -4.6 3.1 9.4

0.1 2.7 -7.5 4.2 1.0 4.2 -5.7 0.0 1.2 -0.1

6.5 4.9 -7.0 1.3 5.8 -1.6 -5.5 -3.1 -1.2 0.0

10.5 -0.9 -3.1 -6.7 4.0 1.4 -0.8 -1.9 0.0 -2.7

-6.0 -1.5 6.4 1.4 -1.9 -2.7 -3.4 -3.7 5.1 6.2

-17.3 -6.4 -8.2 0.9 0.0 30.0 0.9 0.0 0.0 0.0

11.2 -4.6 -7.3 -5.0 0.0 2.7 -4.6 0.0 0.0 7.7

0.8 2.1 -2.8 2.3 6.5 -1.3 -6.0 -2.3 -0.4 1.0

14.9 6.7 -19.8 2.2 2.3 -1.4 -3.6 -1.7 2.0 -1.7

1.6 0.5 -3.7 -7.3 2.5 3.8 -0.8 -0.2 4.1 -0.2

6.9 1.0 -12.7 3.1 0.0 3.8 -0.8 -5.3 -0.8 4.5

6.9 16.4 -12.3 -8.5 0.0 3.1 3.8 -6.7 0.0 -2.9

-5.8 0.8 -4.6 2.9 4.0 3.3 -3.9 -2.6 3.0 3.0

6.5 11.4 -9.7 -4.3 8.1 -2.1 -4.9 -2.9 -2.9 1.1

11.6 -0.2 -5.0 3.5 -2.5 4.7 -6.2 -3.6 -1.2 -1.2

-2.7 6.7 -7.6 -1.7 5.9 -0.7 0.4 0.2 0.1 -0.9

18.9 -4.4 -17.7 -4.4 4.4 3.3 -7.8 -2.3 3.3 6.7

　

全

　

体

家

族

や

友

人

か

ら

の

口

コ

ミ

パ

ソ

コ

ン

・

ス

マ

ホ

等

の

広

告

自

分

も

し

く

は

親

族

の

土

地

を

持

っ

て

い

た

わ

か

ら

な

い

・

覚

え

て

い

な

い

セ

ミ

ナ

ー

テ

レ

ビ

C

M

、

ラ

ジ

オ

、

新

聞

、

雑

誌

営

業

の

電

話

が

か

か

っ

て

き

た

折

り

込

み

チ

ラ

シ

店

頭

、

店
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そ
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　全　体 400 26.3 20.0 13.0 9.0 8.3 8.0 7.3 2.5 2.3 3.5

性別 男性 200 21.5 24.0 10.5 8.0 9.5 11.0 8.0 2.5 2.0 3.0

女性・その他 200 31.0 16.0 15.5 10.0 7.0 5.0 6.5 2.5 2.5 4.0

年代 25～29歳 32 28.1 21.9 0.0 6.3 6.3 9.4 12.5 3.1 3.1 9.4

30～39歳 150 29.3 22.7 6.7 10.0 6.0 10.0 9.3 3.3 2.0 0.7

40～49歳 150 27.3 20.7 11.3 8.0 13.3 6.7 5.3 2.7 1.3 3.3

50～59歳 34 23.5 17.6 26.5 11.8 5.9 8.8 2.9 0.0 0.0 2.9

60～69歳 34 8.8 5.9 47.1 8.8 0.0 2.9 5.9 0.0 8.8 11.8

居住地 北海道 10 10.0 30.0 10.0 10.0 0.0 30.0 10.0 0.0 0.0 0.0

東北 13 46.2 15.4 7.7 0.0 0.0 7.7 15.4 0.0 0.0 7.7

関東 203 24.1 19.2 15.8 11.3 11.3 4.4 5.9 2.5 1.5 3.9

中部 52 38.5 23.1 3.8 5.8 9.6 7.7 1.9 3.8 3.8 1.9

関西 74 23.0 16.2 14.9 4.1 6.8 9.5 14.9 4.1 4.1 2.7

中国・四国 22 22.7 27.3 13.6 13.6 0.0 9.1 4.5 0.0 4.5 4.5

九州・沖縄 26 26.9 23.1 7.7 11.5 0.0 23.1 3.8 0.0 0.0 3.8

年収 500万円未満 103 19.4 23.3 10.7 14.6 4.9 8.7 8.7 1.9 3.9 3.9

500～700万円未満 74 29.7 23.0 13.5 0.0 9.5 9.5 8.1 1.4 0.0 5.4

700～1,000万円未満 84 33.3 17.9 10.7 8.3 7.1 10.7 7.1 2.4 1.2 1.2

1,000～2,000万円未満 90 24.4 24.4 12.2 5.6 12.2 5.6 6.7 4.4 1.1 3.3

2,000万円以上 30 30.0 6.7 26.7 6.7 10.0 3.3 3.3 3.3 3.3 6.7
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⑤不動産投資の目的

資産運用目的が７割弱 “増やす”意識に高まり

投資用不動産所有者に、不動産投資を始めた目

的（最もあてはまるもの）を尋ねたところ、「資

産運用」が68.0％で４年連続のトップでした。割

合は3年連続で減少を続けていたものの、前年から

5.7㌽増となっています。一方で、所得税・住民

税・相続税の各種税金対策の割合は、いずれも

前回より減少しました。

属性別にみても、性別・年代・所得を問わず

「資産運用」が５割以上を占めてトップになっ

ています。あらゆる属性において、“損をしな

い”ための投資から“増やす”ための投資へと目的

意識がシフトしつつあるものと読み取れます。

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％ 各属性の変動（今年ー前年）

68.0

18.3

4.0

3.3

2.8

2.5

1.3

62.3

18.8

4.0

5.3

4.5

4.5

0.8

64.8

19.0

4.3

4.3

4.3

2.0

1.5

67.3

18.5

3.8

4.3

3.3

2.5

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

資産運用

老後の年金対策

生命保険の代用（団体信用生命保険）

所得税・住民税対策

相続税対策

お子様のお住まいとして

その他

Q5.あなたが不動産投資を始めた目的として、もっともあてはまる

ものをひとつ選んでください。（n=400）

2024年

2023年

2022年

2021年

% % % % %

　

全

　

体

資

産

運

用

老

後

の

年

金

対

策

生

命

保

険

の

代

用

（

団

体

信

用

生

命

保

険

）

所

得

税

・

住

民

税

対

策

相

続

税

対

策

お

子

様

の

お

住

ま

い

と

し

て

そ

の

他

　全　体 400 68.0 18.3 4.0 3.3 2.8 2.5 1.3

性別 男性 200 71.5 13.5 5.0 5.5 2.5 1.5 0.5

女性・その他 200 64.5 23.0 3.0 1.0 3.0 3.5 2.0

年代 25～29歳 32 65.6 18.8 9.4 3.1 0.0 3.1 0.0

30～39歳 150 72.0 14.7 5.3 2.7 2.0 2.7 0.7

40～49歳 150 68.7 18.0 3.3 4.0 2.0 2.7 1.3

50～59歳 34 64.7 29.4 0.0 2.9 2.9 0.0 0.0

60～69歳 34 52.9 23.5 0.0 2.9 11.8 2.9 5.9

居住地 北海道 10 80.0 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0

東北 13 76.9 7.7 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0

関東 203 67.0 19.2 3.9 2.0 3.0 3.0 2.0

中部 52 69.2 17.3 1.9 7.7 3.8 0.0 0.0

関西 74 60.8 23.0 4.1 6.8 2.7 2.7 0.0

中国・四国 22 68.2 22.7 4.5 0.0 0.0 0.0 4.5

九州・沖縄 26 84.6 7.7 0.0 0.0 3.8 3.8 0.0

年収 500万円未満 103 70.9 22.3 3.9 1.0 0.0 0.0 1.9

500～700万円未満 74 68.9 18.9 4.1 4.1 1.4 2.7 0.0

700～1,000万円未満 84 65.5 16.7 4.8 4.8 2.4 4.8 1.2

1,000～2,000万円未満 90 65.6 17.8 5.6 4.4 3.3 2.2 1.1

2,000万円以上 30 66.7 10.0 0.0 3.3 13.3 3.3 3.3

資

産

運

用

老

後

の

年

金

対

策

生

命

保

険

の

代

用

（

団

体

信

用

生

命

保

険

）

所

得

税

・

住

民

税

対

策

相

続

税

対

策

お

子

様

の

お

住

ま

い

と

し

て

そ

の

他

5.7 -0.5 0.0 -2.0 -1.7 -2.0 0.5

8.5 -5.5 1.5 -2.0 -2.0 -1.0 0.5

3.0 4.5 -1.5 -2.0 -1.5 -3.0 0.5

2.1 3.4 3.6 1.2 -1.9 -8.4 0.0

8.7 -2.8 -2.2 -4.8 0.3 0.2 0.7

0.4 0.5 0.8 -1.0 -2.2 1.0 0.5

5.4 5.3 0.0 -2.7 -2.7 -3.7 -1.9

4.8 1.3 -1.9 -0.8 -1.2 -6.4 4.0

-1.8 -9.1 10.0 -9.1 0.0 10.0 0.0

1.9 -2.3 5.4 -5.0 0.0 0.0 0.0

7.5 -0.3 -0.4 -3.7 -2.2 -2.7 2.0

5.6 -6.3 0.1 2.2 0.2 0.0 -1.8

-2.1 5.9 -0.2 1.1 -0.2 -3.0 -1.4

15.6 1.6 -0.8 0.0 -10.5 -10.5 4.5

11.3 -5.6 0.0 0.0 -2.9 3.8 -6.7

3.3 7.0 1.2 -5.3 -2.7 -5.4 1.9

9.5 0.1 -3.1 1.2 -5.8 -0.2 -1.4

5.3 1.0 -1.2 -6.0 -2.4 3.6 0.0

10.4 -9.3 3.5 2.3 0.2 -7.2 0.1

-22.2 10.0 -5.6 3.3 7.7 3.3 3.3
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03
不動産投資家の注目エリア・物件

保有物件 ワンルーム区分マンションが３年連続で増加初の４割超え
注目エリア 東京への関心はより都心に集中 横浜・川崎への熱視線も続く

⑥保有している物件

区分マンション・戸建ての伸びが顕著に

投資用不動産保有者に保有している物件の種

別を尋ねたところ、「ワンルーム区分マンショ

ン」（42.3％）が前年に続き１位で、比率も３

年連続で増加して初めて４割を超えました。さ

らに、「戸建て」と「ファミリー向け区分マン

ション」が次ぎ、いずれも前回比4㌽以上増と

なっています。

また、初回調査では約24%を占め２位だった

「一棟アパート」は微減し15.3%で４位、「一棟

マンション」は前回比では微増するも５位と

なっています。さらに「事務所・店舗」は２年

連続増の一方で「一棟ビル」や「物流・倉庫」

「商業施設」はいずれも微減。投資物件の居住

用・商用を問わず、個人の不動産投資行動は、

大規模から小規模、一棟から区分にシフトする

傾向が一層強まっているといえそうです。

42.3

28.8

21.0

15.3

12.5

8.0

7.3

4.8

3.8

3.3

2.8

2.3

2.3

1.8

1.8

37.5

23.8

17.3

16.3

11.8

7.3

8.0

5.0

5.5

3.5

3.0

1.5

2.5

1.3

2.8

36.0

25.0

16.0

14.3

11.3

5.3

6.8

3.0

2.5

3.5

2.0

1.8

2.0

1.8

1.8

27.3

21.5

16.3

23.8

14.8

6.5

4.3

3.0

5.5

2.5

5.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

ワンルーム区分マンション

戸建て

ファミリー向け区分マンション

一棟アパート

一棟マンション

事務所・店舗

賃貸併用住宅

シェアハウス

一棟ビル

物流・倉庫

商業施設

ホテル

海外不動産

データセンター

その他

Q6.あなたが保有している投資用物件の種別をお知らせください。

（複数選択）（n=400）

2024年

2023年

2022年

2021年

% % % % % %

賃貸併用住宅

*

*

*

*

＊2022年から追加
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⑦保有していないが興味のある投資用物件

大規模・商用物件中心に幅広で旺盛な関心

投資用不動産所有者に、現在は保有していな

いが興味を持っている投資用物件の種別を尋ね

たところ、「一棟マンション」がもっとも多く

18.3％でした。約３㌽の僅差で２位となった

「ファミリー向け区分マンション」を除き、

「一棟ビル」「一棟アパート」「ホテル」と大

規模ないし商用の物件が上位を占めています。

一方、『保有している物件』でトップの「ワ

ンルーム区分マンション」は10.3％で7位に、同

じく保有物件で２位の「戸建て」は11.5%で６位

にとなっています。これらのレジデンスは比較

的小規模・低価格帯であるため、興味を持つ投

資家はすでに保有していると考えられそうで

す。

さらに、「あてはまるものはない」が約49％

にとどまることから、現在は保有していない物

件種別にも興味を持っている投資家は半数以上

にのぼると捉えられます。トップ10以上の物件

の割合がいずれも10%超で、比較的僅差になっ

ていることもふまえると、幅広い対象への旺盛

な投資意欲がうかがえるといえるでしょう。

18.3

15.0

13.3

12.3

11.5

11.0

10.3

10.5

10.3

10.0

9.5

9.3

9.0

8.0

0.3

49.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

一棟マンション

ファミリー向け区分マンション

一棟ビル

一棟アパート

ホテル

戸建て

ワンルーム区分マンション

賃貸併用住宅

シェアハウス

海外不動産

事務所・店舗

物流・倉庫

商業施設

データセンター

その他

あてはまるものはない

Q7.あなたが、保有していないが興味を持っている投資用物件の種別を

お知らせください。（複数選択）（n=400）

% % % % % ％

賃貸併用住宅
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⑧購入を検討したいエリア

東京都心への高い注目度に横浜・川崎が追随

投資用不動産所有者に、購入を検討したい投資

用物件のエリアを尋ねたところ、１位は「東京都

心５区（千代田区、中央区、港区、渋谷区、新宿

区）」（32.5％）、２位は「東京その他23区」

（29.0％）で、いずれも前年より2.5㌽増加しまし

た。

さらに、前年比５㌽減の「東京都市部」(11.5%) 

は３位か５位へと下落し、 ３年連続増加となった

「横浜・川崎エリア」(15.5％）３位に上昇しまし

た。背景のひとつとして、2023年３月に相鉄線・

東急線の相互直通運転が開始し、横浜・川崎エ

リアから都心方面へのアクセスが大きく向上し

たことなども考えられそうです。

なお、「検討するつもりはない」は14.0%で３

年連続減少しており、物件種別同様、投資家の

投資意欲の高まりがうかがえます。加えて、大

阪府・京都府を中心に東海や九州・沖縄といっ

た国内各地方のスコアが軒並み増加しました。

都内では都心への注目度がさらに高まった一方

で、全国レベルでみると関東首都圏以外の各地

への投資も幅広に検討されているといえるで

しょう。

32.5

29.0

15.5

14.5

11.5

9.5

9.0

8.3

8.0

6.5

6.3

5.8

5.8

3.5

3.3

14.0

30.5

26.5

13.8

11.3

16.5

5.8

6.0

6.3

8.0

7.5

4.8

8.3

4.5

2.8

4.0

16.3

28.0

29.8

11.3

12.3

13.3

5.5

4.8

7.8

5.8

7.0

4.5

6.8

3.5

3.0

3.8

17.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

東京都心5区（千代田区、中央区、港区、渋谷区、新宿
区）

東京その他23区

横浜・川崎エリア

大阪府

東京都市部

京都府

東海地方

九州・沖縄

神奈川その他

その他関東

北海道・東北

その他関西（兵庫県・奈良県・滋賀県・和歌山県）

中国・四国

甲信越・北陸

海外

検討するつもりはない

Q8.あなたがこれから購入を検討したい投資用物件は、

どのエリアのものですか。（複数選択）（n=400）

2024年

2023年

2022年

% %             % %                        %

都心5区

（千代田区、中央区、港区、渋谷区、新宿区）



04
都市政策の第一人者 市川宏雄所長による分析結果総括

12

コロナ禍を過ぎ、都心を中心に不動産投資意欲に回復の兆し
財産保全としての確実性と購買可能価格との折り合いが投資行動のカギに

一般消費者の投資・不動産投資に対する興味

は年々増加する傾向にあり、投資に興味ありと

回答した人は、ほぼ５割となりました。４年間

で8.4%の上昇です。

しかし、現実に不動産投資をするとなると、

その興味は３年連続で減少し、回答者の３割強

です。実際に不動産を保有している人は全体の

４％ですが、投資への興味の減少は不動産価格

の高騰で購買行動がにぶる一方で、高値を続け

る株式への投資に向かうことなどが影響してい

そうです。

では、投資用不動産を保有するきっかけや目

的は何でしょう。きっかけは家族や友人からの

口コミが26.3％で女性に多く、これにパソコ

ン・スマホ等の広告が20%と続きます。セミ

ナーが8.3％、テレビ等マスメディアの広告は

8.0%でした。

不動産投資の目的は資産運用が68.0％で４年

連続のトップとなりました。老後の年金対策は

18.3％、所得税・住民税・相続税対策は6.1%で

生命保険の代用(4.0%)を上回りました。不動産

所有者は、損をしない投資から増やすための投

資へと意識を高めつつあります。

不動産投資家の保有物件のトップはワンルー

ム区分マンションで、42.3%と初めて４割を超

え、４年連続増加しました。それに続くのが戸

建て28.8%、ファミリー向け区分マンション

21.0%となっています。住宅以外の事務所・店

舗は３年連続で増加する一方で、一棟ビルや物

流・倉庫、商業施設はいずれも微減です。

投資用不動産所有者がこれから投資物件とし

て注目しているエリアは東京都心５区（千代田

区、中央区、港区、渋谷区、新宿区）で32.5％

と１位 、２位はその他23区で29.0％でした。い

ずれも前年より2.5㌽の増加で、コロナ禍を経

て、改めて23区とさらに都心への関心が高まっ

ています。これに続くのが横浜・川崎エリア

で、地方では大阪です。

東京だけでなく国内各地方のスコアも軒並み

増加しており、コロナ禍で停滞していた投資意

欲が回復の兆しを示していることが分かりま

す。投資・不動産投資に対する興味を持つ人が

増える中で、具体的に不動産の購買に行動に移

るためには、財産保全としての確実性と購買可

能な価格の折り合いがポイントとなり、物件と

エリアの選別につながるといえるでしょう。
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